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○本日発表しました業績予想の修正について、ご説明します。

○新型コロナウイルス感染症の発生を受けた外出及び移動の自粛等の影響によ
り、当社・グループ会社ともに引き続き極めて厳しい経営環境が続いています。
本年１月に発令された政府による緊急事態宣言を受け、東海道新幹線を中心
としたご利用が落ち込んでいたところ、２月に緊急事態宣言の延長が決定され、
引き続きご利用が低調であることから、2021年３月期の通期業績予想について
下方修正することとしました。

○この業績予想の修正にあたり、当社単体では、運輸収入については、３月８日
に緊急事態宣言が解除されることを前提にして、それまで足元の水準が継続し
た後、緩やかに上昇すると想定しました。一方、費用については、現時点で明
らかとなっている費用減のみを計画に見込みました。

○連結の業績予想については、当社単体の修正内容に加え、一部グループ会
社の収入と原価の減少分等を計画に反映しています。



○数値の説明に入る前に、今回の業績予想の修正にあたって想定した、年度内
の運輸収入の見通しについて、詳細をご説明します。

○スライドの折れ線グラフは、今年度、４月以降の運輸収入を、新型コロナウイル
スの影響を受ける前の2018年度と比較してお示ししたものです。オレンジ色の
実線が実績であり、直近の１月単月の運輸収入は2018年度比で29％程度とな
っています。

○一方、オレンジ色の点線が今回の業績予想の中で反映した今後の見通しです。
２月については、足元の輸送動向を踏まえ、2018年度比25％と想定しています。
３月については、現在延長されている緊急事態宣言が予定通り３月８日に解除
されるとの前提のもと、2018年度比30％と想定しています。

○緊急事態宣言が解除され、感染が次第に収束していく中でご利用は回復して
いくと考えていますが、３月は上旬まで緊急事態宣言の影響を受けることから、
その回復度合いは限定的になるものとみています。
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○次に、業績予想修正の内容について、当社単体から、ご説明します。

○まず運輸収入ですが、先ほどの想定に基づき、前回予想から630億円の減とな
る4,530億円、営業収益は5,190億円を見込みました。

○一方、営業費については、現時点で明らかな費用減のみを反映しており、具
体的には、人件費のうち年末手当の減50億円、業務費のうち運輸収入に連動
する費用の減20億円を反映し、7,460億円と見込みました。

○以上の結果、営業損失2,270億円、経常損失3,030億円、当期純損失2,260億
円と、いずれも下方修正しています。
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○続いて、連結の業績予想の内容についてご説明します。

○グループ会社においても、流通業や、その他セグメントに含まれるホテル業・
旅行業を中心に緊急事態宣言延長の影響を受けており、先ほどご説明した当
社単体の運輸収入の見通しをベースに、各社の特情を踏まえて見込みを策定
し、連結営業収益は前回予想から700億円の減となる7,930億円を見込みました。

○営業費については、先ほどご説明した単体の70億円に加え、グループ各社に
おける売上減に伴う原価の減少等を反映し、前回予想から110億円の減となる
１兆370億円を見込みます。

○以上の結果、営業損失2,440億円、経常損失3,170億円、親会社株主に帰属
する当期純損失2,340億円と、いずれも下方修正しています。



○最後に、通期業績予想における新型コロナウイルス感染症の収入への影響に
ついてご説明します。

○前年度との比較で言いますと、当社単体では9,130億円程度、連結全体では
１兆510億円程度の影響があると考えています。

○運輸業以外の各セグメントにおいても影響が出ていますが、ジェイアール東海
髙島屋の百貨店売上の減少、東海キヨスクの店舗売上の減少など流通業の影
響が大きいほか、その他セグメントに含まれるジェイアール東海ホテルズの宿泊
収入やジェイアール東海ツアーズの旅行商品収入の減少の影響も大きく表れ
ています。

○説明は以上です。
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